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はじめに

スポーツ選手の競技力向上にとって，技術，体力と

ともに心理的側面の強化は，不可欠である．スポーツ

選手の精神面の強化を図るためには，まずスポーツ選

手の心理的側面の実態を把握しておく必要がある．

これまで筆者ら213)４'s'は，愛媛県におけるトップ

レベルの選手，主として国民体育大会（以下，国体と

略記する）に愛媛県代表として出場する選手を対象に

して，種々の検査等を用いて心理的側面に関する調査

を行ってきた．その中で徳永ら”帥'’101によって作成

された心理的競技能力診断検査（DiagnostiClnven，

toryofPsychological‐CompetitiveAbilityfbrAth‐

letes）を用いて，愛媛県代表国体出場選手の心理的競

技能力の実態を調査した研究が幾つかある．その研究

結果では，愛媛県代表国体出場選手は，徳永ら7)に

よって報告きれた平成２年度の国民体育大会において

天皇杯皇后杯を獲得した際の福岡県代表国体出場選手

のデータに比べて，男子選手において「競技意欲｣，

「自信」及び「協調性」の因子で顕著に劣る傾向が認
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められた．さらに「闘争心｣，「自己実現意欲｣，「勝利

意欲｣，「自信｣，「決断力｣，「予測力｣，「協調性」の各

下位尺度において福岡県選手より有意に低い値を示

し，心理的競技能力に顕著に劣る傾向が認められ

たい．女子の愛媛県選手においては，福岡県選手との

間ですべての因子において有意な差は認められなかっ

た４)．

さらに久保ら帥は，国体においては，男女別に少年

の部（高校生以下）と成年の部（大学生，社会人）に

分かれて競技が行われることから，それぞれの年代別

に検討を加え，愛媛県成年男子選手が福岡県選手より

も「競技意欲｣，「自信｣，「作戦能力」の3因子と7尺度

において顕著に劣る傾向が認められた．少年男子選手

においては，「競技意欲」と「協調性」の各因子と

「自己実現｣，「協調性」の2尺度において愛媛県選手

が劣る傾向を示し，成年選手の方に，福岡県選手より

も劣る領域が多かった．女子選手においては，成年少

年共に劣る傾向は認められず，逆に「判断力」の尺度

で成年少年共に福岡選手よりも優れていた．

男子選手においては，競技力水準と対応した傾向が

認められているが，徳永らの報告'｡》では，国体での競

技成績と心理的競技能力診断検査における得点と関連

が少ないことを明らかにしている．そこで本研究で
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１．調査対象

平成10年度秋季国体に愛媛県代表として出場した

選手で，結団式に出席していた男子112名，女子５９

名の計171名であった．競技種目とその人数は，以

下の通りであった．

男子

バレーボール（６名)，サッカー（７名)，バス

ケットボール（12名)，ラグビー（33名)，ソフト

ボール（８名)，軟式野球（８名)，陸上競技（１０

名)，体操（３名)，柔道（５名)，空手道（１

名)，相撲（３名)，自転車競技（４名)，ウエイ

トリフティング（３名)，ボクシング（５名)，レ

スリング（４名）

女子

ソフトテニス（８名)，バスケットボール（１１

名)，ホッケー（１４名)，バドミントン（３名)，

卓球（３名)，陸上競技（１１名)，柔道（１名)，

4８

弓道（３名)，なぎなた（３名)，空手道（２名）

2．調査内容

徳永らによって作成された52の質問項目から成る

心理的競技能力診断検査（DIPCA）を実施した．

3．調査手順

平成１０年度秋季国体に出場する愛媛県代表選手の

結団式の後に，その会場で一斉に検査を実施した．

４．調査時期

平成１０年１０月１６日

は，愛媛県代表国体出場選手における心理的競技能力

と国体の競技成績との関連を明らかにすることを目的

とした．

方 法

久保・五島

結 果

調査対象となった愛媛県代表国体出場選手の競技成

績には，平成１０年度秋季国体における競技の結果を採

用することとした．ここで対象となった選手のうち

で，８位以内に入賞した選手の総数は，５９名

（34.5％）であった．男子における入賞者は，３１名

（男子選手全体の27.7％）名であり，女子選手におけ

る入賞者は，２８名（女子選手全体の47.5％）であっ

た．心理的競技能力診断検査の得点について，選手全

体，男子選手，女子選手それぞれで入賞者群と非入賞

者群との比較を行った．さらに心理的競技能力診断検

査の得点について，入賞者群，非入賞者群毎に男子選

表１愛媛県代表国体出場選手における入賞者群と非入賞者群の心理的技能力得点の比較
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非入賞者群一入賞者群
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図１選手全体の心理的競技能力の因子得点によるプロフィール

得点狸
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争心」（t=2987,.f=169,p<,０１）の２尺度において入賞

者群が非入賞者群よりも有意に高い値を示した．

３．男子選手について

表2には，選手全体の場合と同様に，男子選手全体

とその入賞者群と非入賞者群における心理的競技能力

診断検査の各因子及び各尺度の得点の平均と標準偏差

を示してある．また表２には入賞者群と非入賞者群と

の平均の差の検定結果も示してある．表2の値をもと

に入賞者群と非入賞者群の因子及び尺度のプロフィー

ルを表したものが，図３と図４である．

因子得点においては，入賞者群が非入賞者群よりも

全般的に高い値を示し，この傾向は，選手全体におけ

るよりも顕著であり，全ての因子において有意な差が

認められた，（｢競技意欲」（t=3.083,.f二110,ｐ<01)，

「精神の安定・集中」（t=3816,.f=１１０，ｐ<､001)，「自

1８

１８

1４

尺度

図２選手全体における心理的競技能力の尺度得点によるプロフィール

1２

愛媛県代表国民体育大会出場選手における心理的競技能力と競技成績との関係について

争
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手と女子選手との比較を試みた．

１．選手全体について

表ｌは，選手全体とその入賞者群と非入賞者群にお

ける心理的競技能力診断検査の各因子得点及び各尺度

得点の平均と標準偏差である．また表ｌには入賞者群

と非入賞者群との平均の差の検定結果も示してある．

表１の値をもとに入賞者群と非入賞者群の因子及び尺

度のプロフィールを表したものが，図１と図２であ

る．

因子得点においては，入賞者群が非入賞者群よりも

全般的に高い値を示し，「競技意欲」（t=3.131,.f二169.ｐ

く01）の因子において有意な差が認められた．

尺度においは，因子得点と同様に全般的に入賞者群

が非入賞者群よりも商い値を示し，「競技意欲」の因

子に属する「忍耐力」（t=2.062..f二169.p<､０５）と「闘
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*拝：ｐ＜､001,稗：ｐ＜､01,＊：ｐ＜,05,ｎs：有意差なし

5０

信」（t=2.498,df=110,ｐ<､０５)，「作戦能力」（t=2.056,

df二１１０，p<､05)，「協調性」（t二2.219,.f=110,ｐ<､05))．

尺度においても，入賞者群が非入賞者群よりも全般

的に高い値を示し，因子における場合と同様にこの傾

向は，選手全体におけるよりも顕著であった．入賞者

群が非入賞者群よりも有意に高い値を示した尺度は，

「忍耐力」（t=2.391,.f=１１０，ｐ<､05,「闘争心」（ｔ

=4.195,.f=１１０，ｐ<,001)，「自己コントロール能力」（ｔ

二2.845,.f=１１０，ｐ<01)，「リラックス能力」（t=3.325,

.f=１１０，ｐ<､001)，「集中力」（t二4.194,.f二１１０，ｐ<､001)，

「自信」（t=2.405,.f=１１０，ｐ<,０５），「決断力」（t=2518,

.f二110,ｐ<05,「協調性」（t=2219,.f二１１０，ｐ<05）の各

尺度であった．有意水準に達しなかった「自己実現意

欲」（p=.116)，「勝利意欲」（p二.061）及び「判断力」

（p二.080）の３尺度においても，危険率は１０%前後な

いしはこれ以下の値を示しており，かなり有意水準に

表２愛媛県代表男子国体出場選手における入賞者群と非入賞者群の心理的競技能力得点の比較

久保・五島

図３男子選手の心理的競技能力の因子得点によるプロフィール

非入賞者群一入賞者群

１ ２ ３ ４ ５

１．競技童欲

２．輔神の安定・集中

３．自信

４．作職能力

５．協詞性

トトトトトＨ引司引引ゴー＋
1６２０２５

トトトＨヨョヨート＋

１２１５２０

岸倖Ｈ弓一一＋

８１０

岸岸門司－旨

８１０

ｰーー

５６７

3 ０ 蕊 ４ ０

¥

２５ ３０

1５２０

1５２０

９１０１

４ ５ ５ ０

B

３５ ４０

ｄ
ケ
タ

UＵＵ９■■一

Ｚ５ｇ･o
Ｆ

リ
ウ

び
り

Ｆ
Ｑ凸■

一帖■

お ｡ｑ、
凸■

１１２１３１

弱６ｑ

リ
タ

ｐ
ｇ
夕

;'~．､由

ヴ■#Q■ﾛ

章 ソ
／

１５１６１

耐

因子 尺度

全体

(n=１１２）

Ｍ SＤ

入賞者群

(n=31）

Ｍ ＳＤ

非入賞者群

(n=81）

Ｍ SＤ

群差の検定

(ｔ検定）

競技意欲

忍耐力

闘争心

自己実現意欲

勝利意欲

15.38

16.51

1621

15.74

2.99

3.20

2.90

2.49

16.42

18.19

16.90

16.45

2.81

2.35

2.54

2.34

14.98

15.86

15.94

15.47

2.96

3.25

2.98

2.49

＊

＊*＊

ｎｓ

ｎｓ

精神の

安定・集中

自己コントロール能力

リラ ック ス能 力

集中力

５
３
５

１
１
１

６
９
６

３
９
８

3.08

4.21

2.94

１６

１６

１７

6５

０３

６１

２
３
１

５
０
６

９
１
９

14.86

13.21

15.19

2.99

4.31

２．９７

＊＊

＊＊＊

＊＊＊

自 信
自信

決断力

13.75

13.76

3.65

3.67

1５

１５

0６

１３

3.65

3.39

13.25

1323

3.53

3.64

＊
＊

作戦能力
予測力

判断力

12.34

12.94

3.54

3.67

13.35

13.90

3.37

3.84

11.95

12.57

3.53

3.38

＊

ｎｓ

協 調性 15.69 3．１８ 16.74 3.54 15.28 2.94 ｎｓ

競 技意欲

精神の安定・集中

自 信

作戦能力

協調性

63.67

45.21

27.54

25.19

15.69

9.51

9.26

7.15

6.71

3.18

67.97

50.29

30.19

27.26

16.74

7.43

7.40

6.81

6.89

3.54

62.02

43.26

26.52

24.40

15.28

9.70

9.17

7.01

6.47

2.94

*＊

＊*＊

＊
＊

ｎｓ



●●
●鈴

う

5１

２
０
８
６
４
Ｚ
伯
８

２
２
１
１
１
１

点得

＊＊：ｐ＜､０１．＊：ｐ＜､０５，，s：有意差なし

愛媛県代表国民体育大会出場選手における心理的競技能力と競技成績との関係について

表３愛媛県代表女子団体出場選手における入賞者群と非入賞者群の心理的競技能力得点の比較

理的競技能力診断検査の各因子及び各尺度の得点の平

均と標準偏差を示し，また入賞者群と非入賞者群との

平均の差の検定結果も示してある．表３の値をもとに

入賞者群と非入賞者群の因子及び尺度のプロフィール

を表したものが，図５と図６である．

因子得点においては，入賞者群と非入賞者群との差
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近い値を示していた．これらの結果から，男子選手に

おいては，入賞者群は非入賞者群よりも心理的競技能

力の全般にわたって優っている傾向を示した．

３．女子選手について

表３には，選手全体及び男子選手の場合と同様に，

女子選手全体とその入賞者群と非入賞者群における心
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図４男子選手における心理的競技能力の尺度得点によるプロフィール
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図６女子選手における心理的競技能力の尺度得点によるプロフィール

８

中」（t=1.978,.f=169,ｐ<､05)，「自信」（t=3.656,

.f=169,ｐ<､００１)，「作戦能力」（t二2.492,df二169,ｐ<,05）

の３因子で有意に高い値を示した．女子選手は，「協

調性」の因子において，有意に高い値を示した（t=2.

823,.f=169,ｐ<､01)．

男子選手全体（表２）と女子選手全体（表３）の尺

度得点では，「リラックス能力」（t=2.267,.f=169,ｐ<、

05)，「自信」（t=3.654,.f二169,ｐ<､001)，「決断力」（t=3.

074,.f=169,ｐ<０１)，「予測力」（t=2.035,.f=169,ｐ

<､05)，「判断力」(t=2472,.f二169,ｐ<,０５）の５尺度で

男子選手が有意に高い値を示した．「協調性」の尺度

においては，女子選手が有意に高い値を示した（t=2.

823,.f=169,ｐ<､01)．

また入賞者群における男子選手と女子選手との比較

では，因子得点においては，上述した傾向と同様に

Iま，選手全体及び男子選手の場合と異なり，一定した

傾向は明らかではなく，群間の差も小さく，全ての因

子において有意な差は認められなかった．

尺度においては，入賞者群が非入賞者群よりも有意

に優れた値を示したのは，「勝利意欲」（t二3.245,

.f=57,ｐ<,01）の尺度だけであった．逆に「集中力」

の尺度においては，非入賞者群が入賞者群よりも有意

に優れた値を示した（t二2.045,df=57,ｐ<05)．女子選

手においては，男子選手におけるような全般的に入賞

者群が非入賞者群よりも優れた値を示す傾向は認めら

れない．

辛＊診舎
今●今今

今ううう準

今
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４．男子選手と女子選手との比較

男子選手全体（表２）と女子選手全体（表３）にお

ける因子得点では，男子選手は，「精神の安定・集
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「精神の安定・集中」（t二4.143,df=169,ｐ<,001)，「自

信」（t=4.140,.f=169,ｐ<､001)，「作戦能力」（t=3.041,

.f二169.ｐ<､01）の各因子において男子選手が有意に高

い値を示したが，「協調性」の因子においては，有意

な差は認められなかった．尺度得点においては，「忍

耐力｣，「自己実現意欲｣，「勝利意欲｣，「協調性」の各

尺度を除く８尺度において男子が有意に高い値を示し

た．

非入賞者群における男子選手と女子選手との比較で

は，女子選手が「協調性」（t=3.890,.f=１１０，ｐ<001）

の因子（尺度）で有意に高い値を示した以外には，因

子，尺度ともに有意な差は認められなかった．

考 察

対象者全体においては，入賞者群は，非入賞者群よ

りも因子，尺度ともに全般的に高い値を示しており，

「競技意欲」の因子とこれに属する「忍耐力」と「闘

志」の2尺度で顕著に高い傾向が認められた．久保ら

の愛媛県代表国体選手と福岡県及び熊本県１１の各国体

選手とを比較した研究における成年及び少年男子選手

は，天皇杯を獲得した福岡県選手よりも「競技意欲」

の因子及び尺度において顕著に劣る傾向が認められて

いる‘》・このことからここでのこのような傾向は，競

技力レベルを反映した結果であると推測される．

男子選手においては，選手全体の場合よりも入賞者

群と非入賞者群との差は，一層拡大する傾向が認めら

れた．全ての因子において入賞者群が非入賞者群より

も有意に優れた値を示した．尺度においても有意水準

に達しなかった「自己実現意欲｣，「勝利意欲｣，「判断

力」の３尺度においてもかなり有意水準に近い値を示

しており，競技成績と対応した結果を示している．

徳永ら7''0'は，福岡県代表国体出場選手を対象に，

国体における競技成績により，優勝者群，準優勝者

群，３～４位群，５～８位群，９位以下群の５群に分

け，心理的競技能力の因子得点を比較し，群間の差は

少なかったと報告している．ここでの結果と異なって

おり，この点に関して，同じ国体選手ではあるが，愛

嬢県選手よりも福岡県の選手層が厚く，入賞者群と非

入賞者群との差が少なくなっているのではないかと推

測される．

女子選手においては，「勝利意欲」の尺度で入賞者

群が有意に優れた値を示したが，「集中力」の尺度に

おいては，非入賞者群が有意に優れた値を示してい

る．他の尺度においては，群間の差は，僅少になって

いる．女子選手においては，競技成績と対応していた

尺度は，「勝利意欲」だけであり，男子選手の場合の

ように入賞者群が因子，尺度において一帯に優れた値

を示す傾向は認められなかった．

久保ら‘'愚'の結果においても愛媛県国体出場女子選

手は，皇后杯を獲得した福岡県国体出場女子選手との

心理的競技能力診断検査の得点で劣る傾向は認められ

なかった．ここでの結果は，これと対応しており，こ

のような傾向は，女子選手の特性ではないかと推測さ

れる．

「集中力」の尺度において非入賞者群が優れた値を

示した点については，競技種目特性などの関与も推測

きれるので，今後検討を試みなければならない．

男子選手は，女子選手よりも「精神の安定・集

中｣，「自信｣，「作戦能力」において優れているが，

「協調性」においては，逆に女子選手の方が優れた値

を示していた．久保ら”の結果では，「協調性」の得

点の平均が，成年男子選手16.65（SD=2.67）に対し成

年女子選手16.79（SD二２．１０）であり，かなり近似した

値を示していた．この点に関しても種目の特性等から

さらに今後検討してみる必要がある．

尺度得点においては，「リラックス能力｣，「自信｣，

「決断力｣，「予測力｣，「判断力」の５尺度で男子選手

が優れた値を示していた．入賞者群の男子選手と女子

選手と比較した場合に，これらの尺度に加えて「闘

志｣，「自己コントロール能力｣，「集中力」の各尺度で

男子選手が有意に優れた値を示してる．これに対し非

入賞者群においては，「協調性」の因子（尺度）で女

子選手が有意に高い値をした以外に，因子及び尺度共

に有意な差が認められなこったことから，性差は，入

賞者群の方がより顕著であると云える．これらの結果

から，入賞可能な競技力レベルの選手を指導する際

に，指導者は，これらの男子選手と女子選手との差異

を認識しておく必要があるであろう．

今後の課題

ここでは，愛媛県代表国体出場選手における心理的

競技能力と競技成績との関連について検討を試みた

が，競技種目特性の関与が示唆される点もあり，種目

特性の要因を含めて分析を試みる必要がある．また愛

媛県代表国体出場選手の競技種目毎にその特性を明ら

かにすることにより，具体的な競技力向上対策にとっ

て一層貢献できる資料となるであろう．

要 約

愛媛県代表国民体育大会出場選手の心理的競技能力

と競技成績との関連を明らかにするために，徳永らが
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開発した心理的競技能力診断検査を用いて調査し，次

の結果が得られた．

１．男子女子を合わせた選手全体では，入賞者群が非

入賞者群よりも「競技意欲」の因子と「忍耐力｣，

「闘争心｣，「勝利意欲」の３尺度において優れてい

た．

２．男子選手においては，全ての因子で入賞者群が非

入賞者群よりも優れていた．尺度においても入賞者

群の方が１２尺度のうち，９尺度まで有意に優れた値

を示し，他の３尺度においても優れた値を示し，か

なり有意水準に近い値であった．

３．徳永らの結果と異なっている点に関して，愛媛県

選手よりも福岡県の選手層が厚く，入賞者群と非入

賞者群との差が小さくなっているのではないかと推

測された．

４．女子選手においては，「勝利意欲」の尺度で入賞

者群が有意に優れた値を示したが，「集中力」の尺

度においては，非入賞者群が有意に優れた値を示し

た．

５．男子選手は，女子選手よりも「精神の安定・集

中｣，「自信｣，「作戦能力」において優れているが，

「協調性」においては，逆に女子選手の方が優れた

値を示していた．

６．男子選手は，女子選手よりも尺度得点において

は，「リラックス能力｣，「自信｣，「決断力｣，「予測

力｣，「判断力」の５尺度で優れた値を示していた．

７．入賞者群における男子選手と女子選手と比較した

場合に，６で挙げた尺度に加えて「闘志｣，「自己コ

ントロール能力｣，「集中力」の各尺度で有意に優れ

た値を示した．

８．非入賞者群においては，「協調性」の因子（尺

度）で女子選手が有意に高い値をした以外に，因子

及び尺度共に有意な差が認められなかった．性差

は，入賞者群においてより顕著であった．

９．競技種目特性の関与が示唆され，今後の研究課題

として競技種目特性の要因の影響を明らかにするこ

とが挙げられた．

本研究の資料は，愛媛県体育協会競技力向上委員会において

調査したものである．なお，筆者らは，平成１０年度国民体育大

会鍵媛県選手団の役員としてこの調壷の実施に協力した．

調壷に協力してくださった選手並びに監督に謝意を表しま

す．
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